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○特定動物の飼養又は保管の方法の細目 

〔平成十八年一月二十日号外環境省告示第二十二号〕 

動物の愛護及び管理に関する法律施行規則（平成十八年環境省令第一号）第二十条第三号及

び第四号の規定に基づき、特定動物の飼養又は保管の方法の細目を次のように定める。 

特定動物の飼養又は保管の方法の細目 

（用語） 

第一条 この告示において使用する用語は、動物の愛護及び管理に関する法律（昭和四十八年

法律第百五号）及び動物の愛護及び管理に関する法律施行規則（以下「規則」という。）に

おいて使用する用語の例による。 

（許可を受けていることを明らかにするための措置） 

第二条 規則第二十条第三号に規定する環境大臣が定める措置は、特定動物の種類ごとに次に

掲げるとおりとする。 

一 哺（ほ）乳綱に属する動物 特定動物の種類ごとに別表第三欄に定める部位に国際標準

化機構が定めた規格第一一七八四号及び第一一七八五号に適合するマイクロチップ（以下

「規格マイクロチップ」という。）の埋込みを行い、獣医師が発行したマイクロチップの

埋込みの事実及び識別番号に係る証明書を添付し、飼養又は保管を開始した日から三十日

以内（ハに該当する場合にあっては幼齢の期間が終了した日から三十日以内とし、飼養又

は保管を開始した日から三十日以内に当該特定動物の譲渡し又は引渡しをする場合にあ

ってはその日までとする。）に都道府県知事に届け出ること。ただし、次のいずれかに該

当する場合にあっては、この限りでない。 

イ 入れ墨等による識別措置を講じている場合であって、当該措置の実施部位及び識別番

号の管理方法について記載した書類を飼養又は保管の許可申請書に添付し、かつ、当該

措置内容を第三条第四号イの台帳に記録している場合（特定動物を試験研究用又は生物

学的製剤の製造の用に供する場合に限る。） 

ロ 許可の申請の際現に飼養又は保管をしている特定動物に、既に国際標準化機構が定め

た規格一一七八四号又は一一七八五号に適合しないマイクロチップ（以下「規格外マイ

クロチップ」という。）が埋め込まれている場合であって、獣医師又は行政機関が発行

した当該規格外マイクロチップの識別番号に係る証明書を添付し、当該許可を受けた日

から三十日以内に都道府県知事に届け出る場合 

ハ 特定動物の種類ごとに別表第四欄に定める幼齢若しくは小型の特定動物又はマイク



 

ロチップの埋込みに耐えられる体力を有しない老齢の特定動物、疾病にかかっている特

定動物等の飼養又は保管をする場合であって、これらの特定動物を収容する特定飼養施

設に法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を受けたことを示す標識を掲出し、次に

掲げる書類等を添付して、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に

都道府県知事に届け出る場合 

（１） 標識の掲出状況を撮影した写真 

（２） 老齢、疾病等の理由によりマイクロチップの埋込みに耐えられる体力を有しな

い特定動物にあっては、その事実を証する獣医師が発行した証明書 

ニ 既に規格外マイクロチップが埋め込まれている特定動物の譲受け又は引受けをする

場合であって、獣医師又は行政機関が発行した当該規格外マイクロチップの識別番号に

係る証明書を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道

府県知事に届け出る場合 

ホ 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第九十二条に規定する教授、准教授、助

教若しくは講師又はこれらと同等と認められる研究者が自己の試験研究に供するため

に飼養又は保管をする特定動物について、特定動物の種類ごとに別表第三欄に定める部

位に規格マイクロチップの埋込みを行い、当該規格マイクロチップの埋込みの事実及び

その識別番号を記載した書類を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から

三十日以内に都道府県知事に届け出る場合 

ヘ 逸走等をした場合にあってもその所有者の確認が容易であるとして都道府県知事が

定める特定動物の飼養又は保管をする場合であって、当該特定動物を収容する特定飼養

施設に法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を受けたことを示す標識を掲出し、か

つ、当該標識の掲出状況を撮影した写真を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始

した日から三十日以内に都道府県知事に届け出る場合 

ト ハに掲げるもののほか、マイクロチップを使用した識別措置を当面講じることができ

ない事由があると都道府県知事が認める特定動物の飼養又は保管をする場合であって、

当該特定動物を収容する特定飼養施設に法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を

受けたことを示す標識を掲出し、かつ、当該標識の掲出状況を撮影した写真を添付し、

当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事に届け出る

場合 

二 鳥綱に属する動物 特定動物の種類ごとに別表第三欄に定める部位に規格マイクロチ

ップの埋込みを行い、獣医師が発行した規格マイクロチップの埋込みの事実及び識別番号

に係る証明書を添付し、又は、脚部に識別番号を付けた脚環を装着し、当該脚環の識別番

号に係る証明書及び装着状況を撮影した写真を添付し、飼養又は保管を開始した日から三

十日以内（ハに該当する場合にあっては幼齢の期間が終了した日から三十日以内とし、飼

養又は保管を開始した日から三十日以内に当該特定動物の譲渡し又は引渡しをする場合



 

にあってはその日までとする。）に都道府県知事に届け出ること。ただし、次のいずれか

に該当する場合にあっては、この限りでない。 

イ 翼帯等による識別措置を講じている場合であって、当該措置の実施部位及び識別番号

の管理方法について記載した書類を飼養又は保管の許可申請書に添付し、かつ、当該措

置内容を第三条第四号イの台帳に記録している場合（特定動物を試験研究用又は生物学

的製剤の製造の用に供する場合に限る。） 

ロ 許可の申請の際現に飼養又は保管をしている特定動物について、既に規格外マイクロ

チップが埋め込まれている場合であって、獣医師又は行政機関が発行した当該規格外マ

イクロチップの識別番号に係る証明書を添付し、当該許可を受けた日から三十日以内に

都道府県知事に届け出る場合 

ハ 特定動物の種類ごとに別表第四欄に定める幼齢の特定動物又はマイクロチップの埋

込みに耐えられる体力を有しない老齢の特定動物、疾病にかかっている特定動物等の飼

養又は保管をする場合であって、当該特定動物を収容する特定飼養施設に法第二十六条

第一項の飼養又は保管の許可を受けたことを示す標識を掲出し、次に掲げる書類等を添

付して、これらの特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事

に届け出る場合 

（１） 標識の掲出状況を撮影した写真 

（２） 老齢、疾病等の理由によりマイクロチップの埋込みに耐えられる体力を有しな

い特定動物にあっては、その事実を証する獣医師が発行した証明書 

ニ 既に規格外マイクロチップが埋め込まれている特定動物の譲受け又は引受けをする

場合であって、獣医師又は行政機関が発行した当該規格外マイクロチップの識別番号に

係る証明書を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道

府県知事に届け出る場合 

ホ 学校教育法第九十二条に規定する教授、准教授、助教若しくは講師又はこれらと同等

と認められる研究者が自己の試験研究に供するために飼養又は保管をする特定動物に

ついて、特定動物の種類ごとに別表第三欄に定める部位に規格マイクロチップの埋込み

を行い、当該規格マイクロチップの埋込みの事実及びその識別番号を記載した書類を添

付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事に届け

出る場合 

ヘ 逸走等をした場合にあってもその所有者の確認が容易であるとして都道府県知事が

定める特定動物の飼養又は保管をする場合であって、当該特定動物を収容する特定飼養

施設に法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を受けたことを示す標識を掲出し、か

つ、当該標識の掲出状況を撮影した写真を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始

した日から三十日以内に都道府県知事に届け出る場合 

ト ハに掲げるもののほか、マイクロチップを使用した識別措置を当面講じることができ



 

ない事由があると都道府県知事が認める特定動物の飼養又は保管をする場合であって、

当該特定動物を収容する特定飼養施設に法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を

受けたことを示す標識を掲出し、かつ、当該標識の掲出状況を撮影した写真を添付し、

当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事に届け出る

場合 

三 爬（は）虫綱に属する動物 特定動物の種類ごとに別表第三欄に定める部位に規格マイ

クロチップの埋込みを行い、獣医師が発行した規格マイクロチップの埋込みの事実及び識

別番号に係る証明書を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内

（飼養又は保管を開始した日から三十日以内に当該特定動物の譲渡し又は引渡しをする

場合にあってはその日までとする。）に都道府県知事に届け出ること。ただし、次のいず

れかに該当する場合にあっては、この限りでない。 

イ 許可の申請の際現に飼養又は保管をしている特定動物について、既に規格外マイクロ

チップが埋め込まれている場合であって、獣医師又は行政機関が発行した当該規格外マ

イクロチップの識別番号に係る証明書を添付し、当該許可を受けた日から三十日以内に

都道府県知事に届け出る場合 

ロ 特定動物の種類ごとに別表第四欄に定める小型の特定動物又はマイクロチップの埋

込みに耐えられる体力を有しない老齢の特定動物、疾病にかかっている特定動物等の飼

養又は保管をする場合であって、これらの特定動物を収容する特定飼養施設に法第二十

六条第一項の飼養又は保管の許可を受けたことを示す標識を掲出し、次に掲げる書類等

を添付して、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事

に届け出る場合 

（１） 標識の掲出状況を撮影した写真 

（２） 老齢、疾病等の理由によりマイクロチップの埋込みに耐えられる体力を有しな

い特定動物にあっては、その事実を証する獣医師が発行した証明書 

ハ 既に規格外マイクロチップが埋め込まれている特定動物の譲受け又は引受けをする

場合であって、獣医師又は行政機関が発行した当該規格外マイクロチップの識別番号に

係る証明書を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道

府県知事に届け出る場合 

ニ 学校教育法第九十二条に規定する教授、准教授、助教若しくは講師又はこれらと同等

と認められる研究者が自己の試験研究に供するために飼養又は保管をする特定動物に

ついて、特定動物の種類ごとに別表第三欄に定める部位に規格マイクロチップの埋込み

を行い、当該規格マイクロチップの埋込みの事実及びその識別番号を記載した書類を添

付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事に届け

出る場合 

ホ 逸走等をした場合にあってもその所有者の確認が容易であるとして都道府県知事が



 

定める特定動物の飼養又は保管をする場合であって、当該特定動物を収容する特定飼養

施設に法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を受けたことを示す標識を掲出し、か

つ、当該標識の掲出状況を撮影した写真を添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始

した日から三十日以内に都道府県知事に届け出る場合 

ヘ 専ら食用に供するための飼養又は保管である等、マイクロチップによる識別措置を講

じることにより、飼養又は保管の目的を達することに支障が生じるおそれがあると都道

府県知事が認める場合であって、当該特定動物を収容する特定飼養施設に飼養又は保管

の許可を受けたことを示す標識を掲出し、かつ、当該標識の掲出状況を撮影した写真を

添付し、当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事に届

け出る場合 

ト ロに掲げるもののほか、マイクロチップを使用した識別措置を当面講じることができ

ない事由があると都道府県知事が認める特定動物の飼養又は保管をする場合であって、

当該特定動物を収容する特定飼養施設に法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を

受けたことを示す標識を掲出し、かつ、当該標識の掲出状況を撮影した写真を添付し、

当該特定動物の飼養又は保管を開始した日から三十日以内に都道府県知事に届け出る

場合 

２ 前項の規定により都道府県知事に届け出た識別措置の内容を変更した場合にあっては、変

更の日から三十日以内に従前の識別措置の内容と現在の識別措置の内容の対照関係につい

て明らかにした届出書を都道府県知事に提出すること。ただし、当該特定動物を試験研究用

又は生物学的製剤の製造の用に供する場合であって、以下の各号に掲げる方法により識別措

置の内容の変更について記録等をしている場合は、この限りでない。 

一 飼養又は保管に係る特定動物について、個体ごとの識別措置の内容を記載した台帳を調

製し、これを五年間保管すること。 

二 毎年、法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を受けた日に応当する日（以下単に「許

可日」という。応当する日がない場合にあっては、その前日とする。）の属する月の翌月

末までに、前年の許可日からその年の許可日の前日までの間に飼養又は保管をした特定動

物に係る識別措置の変更に係る情報を記載した報告書を都道府県知事に提出すること。 

（その他の特定動物の飼養又は保管の方法の細目） 

第三条 規則第二十条第四号の環境大臣が定める飼養又は保管の方法の細目は、次に掲げると

おりとする。 

一 特定飼養施設の管理は、次に掲げるところにより行うこと。 

イ 動物の逸走を防止するため、特定飼養施設の状況について一週間に一回以上点検を行

うこと。 

ロ 屋外に設置された擁壁式施設等において特定動物を飼養又は保管する場合にあって

は、雪、風雨による飛来物等の堆積等により特定動物の逸走を容易にする事態が生じて



 

いないか、一日一回以上点検を行うこと。 

ハ イ及びロに規定する点検の結果において、異常を認めたときは、速やかに補修その他

の必要な措置を講じること。 

ニ 水槽型施設等の設置に当たっては、当該施設の開口部が閉じた状態であっても、外部

から特定動物の状態を確認できる位置に設置すること。 

二 特定飼養施設の外で飼養又は保管をしないこと。ただし、特定飼養施設の清掃、修繕等、

同じ敷地内に位置する他の特定飼養施設への移動、業としての展示、特定飼養施設の構造

及び規模に関する基準の細目（平成十八年一月環境省告示第二十一号）第一条第三号に規

定する移動用施設への収容、獣医師が治療のために必要があるとして診断書により認めた

行為その他の目的で一時的に特定飼養施設の外で特定動物の飼養又は保管をすることと

なる場合であって、次に掲げる要件を満たしている場合は、この限りでない。 

イ 特定飼養施設の外で飼養又は保管をする間、取扱者が立ち会うとともに、十分な強度

を有する首輪、引綱等を用いた特定動物の係留等の適切な逸走防止措置を講じているこ

と。ただし、特定動物の利用目的の達成のためやむを得ない場合であって、あらかじめ

その区域を管轄する都道府県知事に様式第一により届け出ている場合にあっては、この

限りでない。 

ロ 特定飼養施設の外で行う飼養又は保管の時間が、一時間未満（特定動物の利用目的の

達成のためやむを得ない場合であって、あらかじめその区域を管轄する都道府県知事に

様式第一により届け出ている場合は、目的の達成に必要とされる最低限の時間内）であ

ること。 

三 第三者が容易に特定動物に接触しないよう措置を講じるとともに、当該特定動物が人の

生命、身体又は財産に害を加えるおそれがある動物であり第三者の接触等を禁止する旨を

表示した標識を、特定飼養施設又はその周辺に掲出すること。ただし、動物の生態、生息

環境等に関する情報の提供により、観覧者の動物に関する知識を深めることを目的として

展示している特定動物の飼養又は保管をする場合であって、かつ、観覧者等の安全が確保

されているものとして都道府県知事が認めた場合にあっては、この限りでない。 

四 輸入、譲受け、引受け、繁殖その他の事由により飼養若しくは保管をする特定動物の数

が増加し、又は譲渡し、引渡し、死亡、殺処分その他の事由により飼養若しくは保管をす

る特定動物の数が減少した場合にあっては、当該事由が発生した日から三十日以内に規則

第二十条第三号の識別措置に係る情報と併せて様式第二により都道府県知事に届け出る

こと。ただし、当該特定動物を試験研究用若しくは生物学的製剤の製造の用又は畜産の用

に供する場合又は展示を目的とした飼養若しくは保管をする場合であって、次に掲げる方

法により識別措置の内容の変更について記録等をしている場合は、この限りでない。 

イ 飼養又は保管をする特定動物について次に掲げる情報を記載した台帳を調製し、これ

を五年間保管すること。 



 

（１） 個体ごとの飼養又は保管の開始年月日及び開始の事由並びに終了年月日及び終

了の事由 

（２） 飼養又は保管をした特定動物の識別措置の内容 

ロ 毎年、法第二十六条第一項の飼養又は保管の許可を受けた日に応当する日の属する月

の翌月末までに、前年の許可日からその年の許可日の前日までの間に飼養又は保管をし

た特定動物に係る次に掲げる事項を記載した報告書を都道府県知事に提出すること。 

（１） 特定動物の種類 

（２） 当該期間に飼養又は保管をした特定動物の総数、当該期間に増減した特定動物

の数及びその年の許可日の前日において飼養又は保管をしている特定動物の数 

（３） イの（１）及び（２）に掲げる事項 

五 みだりに繁殖させることにより適正な飼養又は保管に支障が生じるおそれがある特定

動物について、その繁殖を制限するため、雌雄を区分した管理、生殖を不能にする手術そ

の他の適切な措置を講じること。 

前 文〔抄〕〔平成二五年四月二五日環境省告示第四六号〕 

平成二十五年九月一日から適用する。 

前 文〔抄〕〔平成二六年一月二一日環境省告示第一〇号〕 

平成二十六年二月一日から適用する。 

附 則〔令和二年三月三〇日環境省告示第三五号〕 

この告示は、公布の日から施行する。 

別表（第二条関係） 

 

科名 種名 埋込み部位 幼齢又は小型の特定動

物 

一 哺乳綱 

（一）霊長目 

アテリダエ

科 

アロウアタ属（ホエザ

ル属）全種 

アテレス属（クモザル

属）全種 

ブラキュテレス属（ウ

ーリークモザル属）全

種 

ラゴトリクス属（ウー

リーモンキー属）全種 

左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後六月に満たない特

定動物 



 

オレオナクス・フラヴ

ィカウダ（ヘンディー

ウーリーモンキー） 

おながざる

科 

ケルコケブス属（マン

ガベイ属）全種 

ケルコピテクス属（オ

ナガザル属）全種 

クロロケブス属全種 

コロブス属全種 

エリュトロケブス・パ

タス（パタスモンキー） 

ロフォケブス属全種 

マカカ属（マカク属）

全種 

マンドリルルス属（マ

ンドリル属）全種 

ナサリス・ラルヴァト

ゥス（テングザル） 

パピオ属（ヒヒ属）全

種 

ピリオコロブス属（ア

カコロブス属）全種 

プレスビュティス属

（リーフモンキー属）

全種 

プロコロブス・ヴェル

ス（オリーブコロブス） 

ピュガトリクス属（ド

ゥクモンキー属）全種 

リノピテクス属全種 

センノピテクス属全種 

シミアス・コンコロル

（メンタウェーコバナ

テングザル） 

左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後六月に満たない特

定動物 



 

テロピテクス・ゲラダ

（ゲラダヒヒ） 

トラキュピテクス属全

種 

てながざる

科 

てながざる科全種 左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後六月に満たない特

定動物 

ひと科 ゴリルラ属（ゴリラ属）

全種 

パン属（チンパンジー

属）全種 

ポンゴ属（オランウー

タン属）全種 

左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後六月に満たない特

定動物 

（二）食肉目 

いぬ科 カニス・アドゥストゥ

ス（ヨコスジジャッカ

ル） 

カニス・アウレウス（キ

ンイロジャッカル） 

カニス・ラトランス（コ

ヨーテ） 

カニス・ルプス（オオ

カミ）のうちカニス・

ルプス・ディンゴ（デ

ィンゴ）及びカニス・

ルプス・ファミリアリ

ス（犬）以外のもの 

カニス・メソメラス（セ

グロジャッカル） 

カニス・スィメンスィ

ス（アビシニアジャッ

カル） 

クリュソキュオン・ブ

左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後二月に満たない特

定動物 



 

ラキュウルス（タテガ

ミオオカミ） 

クオン・アルピヌス（ド

ール） 

リュカオン・ピクトゥ

ス（リカオン） 

くま科 くま科全種 左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後二月に満たない特

定動物 

ハイエナ科 ハイエナ科全種 左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後二月に満たない特

定動物 

ねこ科 アキノニュクス・ユバ

トゥス（チーター） 

カラカル・カラカル（カ

ラカル） 

カトプマ・テンミンキ

イ（アジアゴールデン

キャット） 

フェリス・カウス（ジ

ャングルキャット） 

レオパルドゥス・パル

ダリス（オセロット） 

レプタイルルス・セル

ヴァル（サーバル） 

リュンクス属（オオヤ

マネコ属）全種 

ネオフェリス・ネブロ

サ（ウンピョウ） 

パンテラ属（ヒョウ属）

全種 

プリオナイルルス・ヴ

ィヴェルリヌス（スナ

ドリネコ） 

左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

生後二月に満たない特

定動物 



 

プロフェリス・アウラ

タ（アフリカゴールデ

ンキャット） 

プマ属（ピューマ属）

全種 

ウンキア・ウンキア（ユ

キヒョウ） 

（三）長鼻目 

ぞう科 ぞう科全種 尾の基部の皺

（すう）壁の

左側 

なし 

（四）奇蹄（てい）目 

さい科 さい科全種 左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

なし 

（五）偶蹄目 

かば科 かば科全種 左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

なし 

きりん科 ギラファ・カメロパル

ダリス（キリン） 

左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

なし 

うし科 ビソン属（バイソン属）

全種 

スュンケルス・カフェ

ル（アフリカスイギュ

ウ） 

左右の肩甲骨

の間又は左耳

基部の皮下 

なし 

二 鳥綱 

（一）ひくいどり目 

ひくいどり

科 

ひくいどり科全種 頚（くび）の

付け根の皮下

孵（ふ）化後二月に満

たない個体 



 

又は左胸筋内 

（二）たか目 

コンドル科 ギュンノギュプス・カ

リフォルニアヌス（カ

リフォルニアコンド

ル） 

サルコランフス・パパ

（トキイロコンドル） 

ヴルトゥル・グリュフ

ス（コンドル） 

頚の付け根の

皮下又は左胸

筋内 

孵化後二月に満たない

個体 

たか科 アエギュピウス・モナ

クス（クロハゲワシ） 

アクイラ・アウダクス

（オナガイヌワシ） 

アクイラ・クリュサエ

トス（イヌワシ） 

アクイラ・ファスキア

タ（ボネリークマタカ） 

アクイラ・ニパレンス

ィス（ソウゲンワシ） 

アクイラ・スピロガス

テル（モモジロクマタ

カ） 

アクイラ・ヴェルレア

ウクスィイ（コシジロ

イヌワシ） 

ギュパエトゥス・バル

バトゥス（ヒゲワシ） 

ギュプス・アフリカヌ

ス（コシジロハゲワシ） 

ギュプス・ルエペルリ

イ（マダラハゲワシ） 

ハリアエエトゥス・ア

ルビキルラ（オジロワ

頚の付け根の

皮下又は左胸

筋内 

孵化後二月に満たない

個体 



 

シ） 

ハリアエエトゥス・レ

ウコケファルス（ハク

トウワシ） 

ハリアエエトゥス・ペ

ラギクス（オオワシ） 

ハリアエエトゥス・ヴ

ォキフェル（サンショ

クウミワシ） 

ハルピア・ハルピュヤ

（オウギワシ） 

ハルピュオプスィス・

ノヴァエグイネアエ

（パプアオウギワシ） 

モルフヌス・グイアネ

ンスィス（ヒメオウギ

ワシ） 

ニサエトゥス・ニパレ

ンスィス（クマタカ） 

ピテコファガ・イェフ

ェリュイ（フィリピン

ワシ） 

ポレマエトゥス・ベル

リコスス（ゴマバラワ

シ） 

ステファノアエトゥ

ス・コロナトゥス（カ

ンムリクマタカ） 

トルゴス・トラケリオ

トス（ミミヒダハゲワ

シ） 

三 爬虫綱 

（一）かめ目 

かみつきが かみつきがめ科全種 左後肢皮下 甲長が十五センチメー



 

め科 トルに満たない特定動

物 

（二）とかげ目 

どくとかげ

科 

どくとかげ科全種 左鼠（そ）径

部 

全長が三十センチメー

トルに満たない特定動

物 

おおとかげ

科 

ヴァラヌス・コモドエ

ンスィス（コモドオオ

トカゲ） 

ヴァラヌス・サルヴァ

ドリイ（ハナブトオオ

トカゲ） 

左鼠径部 全長が三十センチメー

トルに満たない特定動

物 

にしきへび

科 

モレリア・アメティス

ティヌス（アメジスト

ニシキヘビ） 

モレリア・キングホル

ニ（オーストラリアヤ

ブニシキヘビ） 

ピュトン・モルルス（イ

ンドニシキヘビ） 

ピュトン・レティクラ

トゥス（アミメニシキ

ヘビ） 

ピュトン・セバエ（ア

フリカニシキヘビ） 

総排せつ孔よ

り前の左体側

皮下 

全長が五十センチメー

トルに満たない特定動

物 

ボア科 ボア・コンストリクト

ル（ボアコンストリク

ター） 

エウネクテス・ムリヌ

ス（オオアナコンダ） 

総排せつ孔よ

り前の左体側

皮下 

全長が五十センチメー

トルに満たない特定動

物 

なみへび科 ディスフォリドゥス属

（ブームスラング属）

全種 

総排せつ孔よ

り前の左体側

皮下 

全長が五十センチメー

トルに満たない特定動

物 



 

ラブドフィス属（ヤマ

カガシ属）全種 

タキュメニス属全種 

テロトルニス属（アフ

リカツルヘビ属）全種 

コブラ科 コブラ科全種 総排せつ孔よ

り前の左体側

皮下 

全長が五十センチメー

トルに満たない特定動

物 

くさりへび

科 

くさりへび科全種 総排せつ孔よ

り前の左体側

皮下 

全長が五十センチメー

トルに満たない特定動

物 

（三）わに目 

アリゲータ

ー科 

アリゲーター科全種 左前方後頭部

皮下 

全長が三十センチメー

トルに満たない特定動

物 

クロコダイ

ル科 

クロコダイル科全種 左前方後頭部

皮下 

全長が三十センチメー

トルに満たない特定動

物 

ガビアル科 ガビアル科全種 左前方後頭部

皮下 

全長が三十センチメー

トルに満たない特定動

物 



 

 



 

 


